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発刊にあたって

原の辻遺跡は明治時代に地元の研究者によって発見されて以来，これまでに多くの発

掘調査が行われ，広く注目されてきました。平成５年度から始まった本格的な発掘調査

では，丘陵をとりまく多重の環濠や船着き場跡，住居跡など弥生時代を研究する上でき

わめて重要な遺構の発見が相次ぎました。また，九州本土部や山陰地方，瀬戸内や近畿

地方はもとより中国大陸や朝鮮半島の土器などが出土しており，「魏志倭人伝」に“南

北市糴”と記述された活発な対外交流がうかがえます。このような発掘調査の成果のも

と，原の辻遺跡は「魏志倭人伝」に登場する「一支国」の中心集落と特定され，弥生時

代のクニの規模や構造を解明するうえで貴重な遺跡として平成１２年１１月に国の特別史跡

に指定されました。

特別史跡指定後，整備に伴う発掘調査が実施され，平成１６年度から壱岐市において遺

跡の復元整備が行われ，平成２２年に第一次整備〔中心域の復元〕が終了いたしました。

復元整備では発掘調査で確認された２００棟以上の建物跡の中から，主祭殿をはじめとす

る特徴ある１７棟の建物が復元されています。

また，平成２２年３月に長崎県埋蔵文化財センター・壱岐市立一支国博物館がオープン

するとともに，原の辻遺跡の実態解明に向けた調査研究も継続して行われています。埋

蔵文化財センターには新たに保存処理および科学分析設備を導入し，これまで行われて

きた調査研究に加え，考古学的成果を科学的分野から検証をすることができるようにな

りました。その成果は壱岐市立一支国博物館の展示にも寄与するとともに，県内市町で

行われる発掘調査成果に大きく貢献しています。

本書は，これまで原の辻遺跡から出土した１０万点を超える資料を再整理し，出土遺物

について再調査・研究することで，弥生時代における対外交流史の実態を解明するため

に編集したものです。

編集に際しては，壱岐市教育委員会文化財課などの多くの方々にご協力いただいたこ

とに深く感謝しますとともに，本書が今後の原の辻遺跡，または弥生時代における対外

交流研究の一助になれば幸いです。

平成２４年３月３１日

長崎県教育委員会教育長

渡 辺 敏 則



例 言
１．本書は平成２３年度緊急雇用創出事業長崎県埋蔵文化財センター・原の辻遺跡出土品再整理事業に

伴う報告書である。

２．本書は平成２３年度緊急雇用創出事業長崎県埋蔵文化財センター・原の辻遺跡出土品再整理事業の

印刷製本費にもとづいて発行した。

３．本事業は長崎県埋蔵文化財センターが主体となって行った。

４．組織は下記の通りである。

所長 金子 眞二

総務課長 北川 和広

東アジア考古学研究室室長 安楽 勉

調査課長 川道 寛

係長 町田 利幸

文化財保護主事 古澤 義久

文化財保護主事 田口 貴久

主事 生方 佑典

文化財保護主事（研修員） 林 隆広

文化財調査員 松尾 奈美

５．本書に収録した遺物の実測および製図は長崎県埋蔵文化財センターが行った。

６．本書に収録した遺物や記録類は長崎県埋蔵文化財センターで保管している。

７．本書では挿図図版を「図」，表組図版を「表」，写真図版を「写真」で表記している。

８．遺物写真は�章を林が，�章を古澤が撮影した。

９．本書の執筆は�章および�章を林が，�章を古澤が行った。
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�章 本事業について
本事業は「平成２３年度緊急雇用創出事業長崎県埋蔵文化財センター・原の辻遺跡出土品再整理事

業」である。

事業計画書で「長崎県を代表する原の辻遺跡は、国の特別史跡に指定されており、これまで発掘調

査が継続され、膨大な遺物が出土している。なかでも東アジアとの交流を物語る無文土器や木製品な

どの重要資料が未報告のままであり、公開・活用できない状態である。そのため遺物の再整理を実施

し、国の重要文化財指定に向けた基礎資料を得るとともに博物館等での公開・活用に供する。あわせ

て重要文化財指定の要件となる報告書を刊行して成果を情報発信することを目的とする」とし、この

目的に沿って未報告資料の分類、実測、トレースを行い、報告書を編集した。

本事業は平成２３年４月から平成２４年３月にかけて実施した。本事業の実施のために雇用した整理作

業員は延べ８７５人／日である。

�章 弥生土器・石器・装身具
本章では弥生土器および石器、装身具を報告する。報告数は土器が１０４点、石器が７４点、装身具が

２点である。いずれもこれまでの本報告書に掲載されていない資料である。遺物個々の情報について

は記述を省略する。そのため詳細は遺物観察表（弥生土器・石器・装身具）（表１）を参照いただき

たい。

なお、遺物実測図キャプションおよび遺物観察表「帰属調査」欄の県１２４は「長崎県文化財調査報

告書１２４集」、原調事は「原の辻遺跡調査事務所調査報告書」の略である。今回報告した遺物の帰属す

る調査を以下に示す。

NK１２４…『原の辻遺跡』～幡鉾川流域総合整備計画（圃場整備）に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書～（１９９５）
NH０１…『原の辻遺跡・安国寺前Ａ遺跡・安国寺前Ｂ遺跡』～幡鉾川流域総合整備計画（圃場整備事業）に伴う埋蔵文化財

緊急発掘調査報告書�～（１９９７）
NH０４…『原の辻遺跡』『鶴田遺跡』～幡鉾川流域総合整備計画（圃場整備事業）に伴う緊急発掘調査報告書�～（１９９８）
NH０５…『原の辻遺跡』～幡鉾川流域総合整備計画（圃場整備事業）に伴う緊急発掘調査報告書�～（１９９８）
NH０９…『原の辻遺跡』～幡鉾川流域総合整備計画に係る幡鉾川河川改修に伴う緊急発掘調査報告書（上下）～（１９９８）
NH１１…『原の辻遺跡』～原の辻遺跡発掘調査事業に係る範囲確認調査報告書�～（１９９９）
NH１５…『原の辻遺跡』～幡鉾川流域総合整備計画（県営圃場整備事業）に伴う緊急発掘調査報告書�～（１９９９）
NH１６…『原の辻遺跡』～原の辻遺跡特定調査事業発掘調査報告書�（船着き場付近水路等状況調査）～（１９９９）
NH１８…『原の辻遺跡』～原の辻遺跡発掘調査事業に係る範囲確認調査報告書～（２０００）
NH１９…『原の辻遺跡』～原の辻遺跡特定調査事業発掘調査報告書�（環濠等状況調査）～（２０００）
NH２１…『原の辻遺跡』～原の辻遺跡特定調査事業発掘調査報告書�（環濠等状況調査２）～（２０００）
NH２４…『原の辻遺跡』～原の辻遺跡特定調査事業発掘調査報告書�（環濠等状況調査３）～（２００２）
NH２５…『原の辻遺跡』～原の辻遺跡発掘調査事業に係わる範囲確認調査報告書�～（２００２）
NH２６…『原の辻遺跡』～原の辻遺跡調査研究事業調査報告書～（２００３）
NH２７…『原の辻遺跡』～主要地方道勝本石田線道路改良工事に伴う調査報告書�～（２００４）
NH２８…『原の辻遺跡』～原の辻遺跡調査研究事業調査報告書～（２００４）
NH２９…『原の辻遺跡』～主要地方道勝本石田線道路改良工事に伴う調査報告書�～（２００５）
NH３１…『原の辻遺跡』～原の辻遺跡調査研究事業調査報告書～（２００５）
NH３３…『原の辻遺跡』～原の辻遺跡調査研究事業調査報告書～（２００６）
NH３５…『原の辻遺跡』～石田大原墓域緊急調査報告書～（２００７）
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図１ 県１２４集 土器�（１／４）
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図２ 県１２４集 土器�（１／４）
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図３ 県１２４集 土器�（１／４）

―４―



30 31

32 33 34

35 36

37 38

39

40 41

0 20cm

0 10cm

図４ 県１２４集 土器�（１／４）石器�（１／３）
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図５ 県１２４集 石器�（１／３ ４６：１／４）
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図６ 原調事５集 土器（１／４）
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図７ 原調事５集 石器�（１／３）

―８―



74
75

76

77

78

79
80 81

82

83

84 85

86
87

0 10cm

図８ 原調事５集 石器�（１／３）
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図９ 原調事５集 石器�（１／３）土製品（１／３）ガラス製品（１／２）
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図１０ 原調事９集 石器�（１／３）
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図１１ 原調事９集 石器�（１／３ １１５：１／４）
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図１２ 原調事１，４，１１集（土器１／４ 石器・土製品１／３）
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図１３ 原調事１５，１６，１８集（土器１／４ 石器・土製品１／３）
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図１４ 原調事１９集 土器（１／４）
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図１５ 原調事１９，２１，２４，２５，２６集（土器１／４ 石器１／３ 管玉１／２）
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図１６ 原調事２７，２８，２９，３１，３３，３５集（土器１／４ 石器・土製品１／３）
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表１ 遺物観察表（弥生土器・石器・装身具）

報告
番号 器材 器種 帰属調査 調査年度 調査地区・調査区 層位・遺構 （現存）

長（�）
（最大）
幅（�）

厚
（�）

依存
（％）

１ 土器 甕 県１２４ Ｈ０５ 高元地区Ｔ９区 ３２．１ ２９．０ － ５５

２ 土器 甕 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｔ１０区 ３４．５ ２５．７ － ９９

３ 土器 甕 県１２４ Ｈ０５ 高元地区Ｓ７区 ２号溝 ２５．０ １８．７ － ７５

４ 土器 甕 県１２４ Ｈ０５ 高元地区Ｔ８区 ２６．６ ２１．２ － ７０

５ 土器 甕 県１２４ Ｈ０５ 高元地区Ｑ５区 ５号溝 （３１．３） ２６．５ － ４０

６ 土器 甕 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｔ１１区 １４．７ １２．１ － ８０

７ 土器 壺 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｔ１８区 ３６．８ ２４．６ － １００

８ 土器 壺 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｔ１７区 ２２．４ １６．３ － １００

９ 土器 壺 県１２４ Ｈ０５ 高元地区Ｔ１８区 ７号溝 （２７．９） ２０．５ － ９０

１０ 土器 壺 県１２４ Ｈ０５ 高元地区Ｓ７区 （１７．０） １６．７ － ６０

１１ 土器 壺 県１２４ Ｈ０５ 高元地区Ｕ１３区 １５．２ ２２．４ － ７５

１２ 土器 小型土器 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｓ８区 ７．７ ８．４ － ８０

１３ 土器 台付壺 県１２４ Ｈ０５ 高元地区Ｔ７区 ２０．０ １９．１ － ５０

１４ 土器 脚付鉢 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｔ１１区 １７．２ １３．９ － ８０

１５ 土器 台付壺 県１２４ Ｈ０５ 高元地区Ｔ１１区 １３．８ （１５．８） － ４０

１６ 土器 台付壺 県１２４ Ｈ０５ 高元地区Ｓ７区 ２号溝 （１２．２） （１５．１） － ６５

１７ 土器 鉢 県１２４ Ｈ０５ 高元地区Ｔ１８区 １０．２ １７．８ － ８５

１８ 土器 鉢 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｓ１９区 ５．４ （１３．６） － ９０

１９ 土器 小型土器 県１２４ Ｈ０５ 高元地区Ｒ５区 ５号溝 ５．６ ８．７ － ８５

２０ 土器 高坏 県１２４ Ｈ０５ 高元地区Ｔ１１区 １号溝 ２１．５ ２７．５ － ８５

２１ 土器 高坏 県１２４ Ｈ０５ 高元地区Ｑ５区 �層 １５．４ ２２．８ － ８０

２２ 土器 支脚 県１２４ Ｈ０５ 高元地区Ｔ１１区 １号溝 １０．４５ １１．１ － ８５

２３ 土器 支脚 県１２４ Ｈ０５ 高原地区 １０ １１．８ － ８０

２４ 土器 器台 県１２４ Ｈ０５ 高元地区Ｔ１０区 ４号溝 １９．２ １３．６ － ８０

２５ 土器 器台 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｔ１８区 １６．８ １４．２ － １００

２６ 土器 器台 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｔ１０区 １７．８ １６．６ － １００

２７ 土器 器台 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｓ７区 （１７．０） １２．４ － ９０

２８ 土器 器台 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｔ１１区 ２０．４ （１５．９） － ７０

２９ 土器 器台 県１２４ Ｈ０５ 高元地区Ｑ５区 １６．４ １５．７ － ９０

３０ 土器 器台 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｔ１８区 １１．０ １２．４ － ９０

３１ 土器 器台 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｔ１８区 １１．５ １０．９ － ９８

３２ 土器 器台 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｑ５区 １２．５ １２．４ － ９５

３３ 土器 器台 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｒ５区 ９．３ （１０．３） － ７５

３４ 土器 器台 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｔ１１区 ９．０ １０．７ － ９８

３５ 石器 石鎌 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｑ５区 ５号溝 （１３．１５） ５．２ １．４ ７０

３６ 石器 石鎌 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｓ７区 （５．３） ３．９ ０．３５ ４０

３７ 石器 石鎌 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｔ７区 （８．１） ４．７ ０．４５ ５０

３８ 石器 石鎌 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｓ８区 （９．３） ４．５ ０．５ ７０

３９ 石器 石包丁 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｔ９区 （４．７） ３．４ ０．７ ４５

４０ 石器 石剣 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｔ１７区 （５．３） ４．４ １．５ ３０

４１ 石器 石斧 蛤刃 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｑ５区 １３．５ ６．３ ４ ９０

４２ 石器 石錘 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｔ１８区 ７号溝 ７．２ ４．７ ３．３ １００

４３ 石器 石錘 県１２４ Ｈ０５ 高原地区 １号溝 １２．６ ６．２ ３．９ １００

４４ 石器 石錘 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｑ５区 １０．１ ７．５ ４．８ １００

４５ 石器 紡錘車 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｔ９区 ５．５ ５．６ ０．８ １００

―１８―



報告
番号 器材 器種 帰属調査 調査年度 調査地区・調査区 層位・遺構 （現存）

長（�）
（最大）
幅（�）

厚
（�）

依存
（％）

４６ 石器 クド石 県１２４ Ｈ０５ 高原地区Ｔ９区 １９．９ １４．７ １３．９ １００

４７ 土器 甕 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｄ２区 ２８．９ ２５．１ － ５０

４８ 土器 壺 原調事０５ Ｈ０９ 不條地区 SR０２ ３９．５ ３５．２ － ９０

４９ 土器 短頸壺 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｄ２区 SR９ １５．４ １９．５ － ６０

５０ 土器 短頸壺 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ２区 SR９ １２．４ １５．１ － ６０

５１ 土器 短頸壺 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ２区 SR９ ９．８ １３．６ － ９０

５２ 土器 短頸壺 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ２区 SR９ ６．１ ８．３ － ９８

５３ 土器 短頸壺 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ２区 SR９ ６．１ ９．１ － ９９

５４ 土器 鉢 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区 SR８ １１．５ ２０．９ － ９５

５５ 土器 鉢 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ２区 SR９ １１．７ １８．８ － ９９

５６ 土器 鉢 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ３区 ７．８ １６．８ － ７５

５７ 土器 鉢 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区 ３．３ ５．４ － ９０

５８ 土器 蓋 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｄ２区 SR９ ９．８ ９．６ － ９８

５９ 土器 蓋 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｄ２区 （２０．４） １０．８ － ８０

６０ 石器 石包丁 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｄ２区 ５．２ （８．０） ０．３ ４５

６１ 石器 石包丁 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｄ２区 ４．６ （７．３） ０．５ ４５

６２ 石器 石包丁 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ２区 SR９ ４．６ （７．２） ０．６ ４５

６３ 石器 石包丁 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｂ２区 SR９ ５．４ （５．８） ０．５ ４０

６４ 石器 石包丁 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ２区 SR９ ６．２ （４．７） ０．４ ４０

６５ 石器 石包丁 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｄ２区 SR９ ５．９ （３．０） ０．６５ ３０

６６ 石器 石鎌 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｄ２区 ５．８ （１３．４） ０．９ ５５

６７ 石器 石鎌 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ２区 SR９ １．７ （５．７） ０．３ ５０

６８ 石器 石鎌 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ２区 SR９ ３．２ （１１．１） ０．３ ９０

６９ 石器 石鎌 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｄ２区 �層 ２．９ （７．０） ０．４ ８０

７０ 石器 石鎌 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ２区 SR９ ３．５ （８．５） ０．５ ９０

７１ 石器 石鎌 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ２区 SR９ ３．８ （１１） ０．７ ９０

７２ 石器 石鎌 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ２区 SR７ ４．１ （１０．４） ０．５ ８０

７３ 石器 石鎌 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ２区 SR９ ６．５ （２１．９） ０．７ ８０

７４ 石器 石斧 蛤刃 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ３区 １０．９ ５．７ ２．７ ９５

７５ 石器 石斧 蛤刃 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｄ２区 SR９ １１．８５ ５．４ ３．６ ９５

７６ 石器 石斧 打製 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｄ２区 SR９ １３．３ ５．５ ２．２ １００

７７ 石器 石斧 扁平片刃 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ２区 SR９ ８．７ ２．０ １．１ １００

７８ 石器 石斧 扁平片刃 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｄ２区 �層 ５．５ ３．１ １ １００

７９ 石器 石斧 扁平片刃 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｄ２区 �層 ５．３ ２．５ ０．８ ９５

８０ 石器 石斧 扁平片刃 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｄ２区 �層 ４．３ ２．２ ０．７ １００

８１ 石器 石斧 扁平片刃 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｄ２区 �層 ４．６ １．５ ０．９ ８０

８２ 石器 石剣 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ２区 SR９ １１．２ ３．３ ０．７ ８０

８３ 石器 石剣 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ２区 SR９ ６．８ ４．４５ ０．８ ４０

８４ 石器 石鏃 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｂ２区 SR９ １．７ １．３ ０．２ ４０

８５ 石器 石鏃 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｂ２区 SR９ ３．１ １．８ ０．３ ５０

８６ 石器 石鏃 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｄ２区 SR８ ５．２ ２．０５ ０．４ ６０

８７ 石器 石鏃 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ２区 SR９ ４．８ ２．０ ０．２ ８０

８８ 石器 石碇 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｄ２区 SR９ ４０

８９ 石器 石錘 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｄ２区 SR９ ９．４ ６．７ ５．４ ９０

９０ 石器 紡錘車 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ２区 SR９ ５．５ （３．４） ０．６ ５０

―１９―



報告
番号 器材 器種 帰属調査 調査年度 調査地区・調査区 層位・遺構 （現存）

長（�）
（最大）
幅（�）

厚
（�）

依存
（％）

９１ 石器 紡錘車 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ２区 SR９ ４．１ ４．３５ ０．６ １００

９２ 土器 紡錘車 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｄ２区 SR９ ３．９ ４．０ ０．７ １００

９３ 土器 紡錘車 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ２区 SR９ ４．０ ３．８ ０．８ １００

９４ 土器 紡錘車 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｄ２区 SR８ ３．６ ３．７ ０．６ １００

９５ 土器 紡錘車 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｄ２区 ５．２ ４．４ １ １００

９６ 土器 円盤状土製品 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｄ２区 ５．９ ５．５ ０．６ １００

９７ 土器 円盤状土製品 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区 SR９ ４．９ ４．３ ０．４ １００

９８ ガラス 管玉 原調事０５ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ２区 ３．５ ０．９ １００

９９ 石器 石鎌 原調事０９ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｂ１１区 ３．６ （９．１５） ０．６ ６０

１００ 石器 石鎌 原調事０９ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ８区 �層 ３．５ （９．２） ０．５ ６０

１０１ 石器 石鎌 原調事０９ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ～Ｄ５区 �層 ４．５ （１１．１） ０．７ ６０

１０２ 石器 石鎌 原調事０９ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｂ８区 ２．２ （７．７） ０．５ ６０

１０３ 石器 石鎌 原調事０９ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｂ１１区 ６．３ （１２．３） ０．５ ５５

１０４ 石器 石鎌 原調事０９ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ８区 近世川底 ５．７ １３．９ ０．７ ７０

１０５ 石器 石鎌 原調事０９ Ｈ０６ 川原畑地区Ｐ１００区 �層 ４．７ （１０．３） ０．７ ５５

１０６ 石器 石斧 打製 原調事０９ Ｈ０６ 川原畑地区Ｐ１００区 Ｖ層 １８．４ ６．４ ２．１ ９０

１０７ 石器 石斧 蛤刃 原調事０９ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ８区 近世川底 １１．６ ４．５ ２．８ １００

１０８ 石器 石斧 扁平片刃 原調事０９ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｂ１１区 １０．５ ４．０ １．２ １００

１０９ 石器 石斧 柱状片刃 原調事０９ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｂ１１区 ７．２ ３．８ ３．２ ５０

１１０ 石器 石斧 扁平片刃 原調事０９ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｂ１１区 ６．２ １．７ １．１ １００

１１１ 石器 石斧 扁平片刃 原調事０９ Ｈ０６ 川原畑地区Ｐ１００区 �層 ５．５ １．５ １．１ １００

１１２ 石器 石剣 原調事０９ Ｈ０６ 川原畑地区Ｐ１００区 �層 １２．０ ３．３ ０．９ ８０

１１３ 石器 石槍 原調事０９ Ｈ０６ 川原畑地区Ｐ１００区 �層 ９．３ ３．４５ ０．６ ９０

１１４ 石器 石鏃 原調事０９ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｃ～Ｄ４区 溝 ３．８ １．５５ ０．２５ ６０

１１５ 石器 石錘 原調事０９ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｂ１１区 ２９．２ ３６．８ ８．４ １００

１１６ 石器 石錘 原調事０９ Ｈ７～Ｈ８ 不條地区Ｂ８区 ４．６ ４．８５ ３．３５ １００

１１７ 土器 壺 原調事０１ Ｈ０５ 高元地区Ｔ１０区 （１４．０） ２２ － ９０

１１８ 土器 土錘 原調事０１ Ｈ０６ 川原畑地区Ａ区 �層 １．３ ４．０ － １００

１１９ 土器 甕 原調事０４ Ｈ０８ 八反Ｄ２区 SD２ ２５．９ ２２．８ － ６５

１２０ 土器 壺 原調事０４ Ｈ０８ 不條地区Ｃ４区 （２４．０） ２５．９ － ７０

１２１ 土器 鉢 原調事０４ Ｈ０８ 八反Ａ３区 ９．２ １５．３ － １００

１２２ 土器 器台 原調事０４ Ｈ０８ 八反Ｄ１区 �層 ７．５ ９．６ － ７０

１２３ 石器 石斧 扁平片刃 原調事０４ Ｈ０８ 八反Ｂ１区 落込（３層） ５．５ ３．２ １．３ ６０

１２４ 土器 支脚 原調事１１ Ｈ０８ 原地区Ａ区 （１２．２） １１．５ － ９０

１２５ 土器 壺 原調事１１ Ｈ０８ 原地区Ｇ区 （９．８） １５．６ － ７０

１２６ 石器 石錘 原調事１１ Ｈ７～Ｈ８ 原地区Ｂ区 �層 １１．２ ４．６ ４ １００

１２７ 石器 砥石 原調事１１ Ｈ０８ 原地区Ａ区 �層 ９．５５ ３．９ ２ １００

１２８ 土器 土錘 原調事１１ Ｈ０８ 原地区Ａ区 �層 ５．７ ２．０ ２ ９０

１２９ 土器 土錘 原調事１１ Ｈ０８ 原地区Ａ区 �層 ５．０ ２．１ ２．１ ８０

１３０ 土器 紡錘車 原調事１５ Ｈ１０ 八反�区 SK１ ５．４ ５．４ ０．８５ １００

１３１ 土器 投弾 原調事１５ Ｈ１０ 八反�区 SK１ ３．０５ ２．０５ １．９ ９９

１３２ 石器 石錘 原調事１５ Ｈ１０ 不條地区�区 SD５ ７．５ ４．１ ３ １００

１３３ 石器 石剣 原調事１５ Ｈ１０ 八丹�区 ４b層 （６．４） ３．９ １．１ ４０

１３４ 石器 紡錘車 原調事１５ Ｈ１０ 八反地区�区 ４b層 ５．４５ ３．１ ０．６５ ５０

１３５ 土器 壺 原調事１６ Ｈ１０ Ｅ区 落込５ １３．８ １５．２ － ９７

―２０―



報告
番号 器材 器種 帰属調査 調査年度 調査地区・調査区 層位・遺構 （現存）

長（�）
（最大）
幅（�）

厚
（�）

依存
（％）

１３６ 土器 壺 原調事１６ Ｈ１０ Ｅ区 落込５ １２．９ １５．４ － ７７

１３７ 土器 壺 原調事１６ Ｈ１０ Ｂ区 SD１（３層） （１１．６） １４．０ － ８０

１３８ 石器 石斧 扁平片刃 原調事１６ Ｈ１０ Ｃ区 ９．８ ３．８５ ０．５ ９０

１３９ 土器 壺 原調事１８ Ｈ１０ 高元２区 ３３．２ ３０．０ － ６５

１４０ 土器 甕 原調事１９ Ｈ１１ 八反地区Ｅ区 SX１ ３０．０ ２１．７ － ８０

１４１ 土器 甕 原調事１９ Ｈ１１ 不條地区Ａ区 SD１（２層） （２２．０） ２２．４ － ４５

１４２ 土器 碗 原調事１９ Ｈ１１ 八反地区Ｅ区 SX１（２層） ８．６ １６．０ － ８０

１４３ 土器 壺 原調事１９ Ｈ１１ 八反地区Ｅ区 SG２ ７．０ １１．４ － １００

１４４ 土器 壺 原調事１９ Ｈ１１ 八反地区Ｅ区 SX１ ５１．０ ３９．４ － ６０

１４５ 土器 支脚 原調事１９ Ｈ１１ 八反地区Ｅ区 落込３（２層） １２．３ １１．９ － ８５

１４６ 土器 器台 原調事１９ Ｈ１１ 八反地区Ｅ区 落込３（２層） １０．１ １２．５ － ８０

１４７ 土器 器台 原調事１９ Ｈ１１ 八反地区Ｅ区 SX１ ２０．３５ １３．１ － ９５

１４８ 土器 器台 原調事１９ Ｈ１１ 八反地区Ｅ区 落込６ １７．３ １４．４ － ８５

１４９ 土器 器台 原調事１９ Ｈ１１ 八反地区Ｅ区 落込６ １６．３ １６．０ － ７５

１５０ 土器 器台 原調事１９ Ｈ１１ 八反地区Ｅ区 落込３（３層） １０．７５ １７．２ － ９０

１５１ 石器 石鎌 原調事１９ Ｈ１１ 不條地区Ｂ区 �層 ３．７５ １２．４ ０．７ ８０

１５２ 石器 石鎌 原調事１９ Ｈ１１ 八反地区Ｅ区 SX１（２層） ３．４５ （８．５５） ０．５ ９０

１５３ 石器 石剣 原調事１９ Ｈ１１ 不條地区Ａ区 SD１ （６．６５） ３．１５ ０．７５ ８０

１５４ 土器 紡錘車 原調事１９ Ｈ１１ 不條地区Ａ区 SD１（１層） ３．３ ３．３ １．５ １００

１５５ 土器 壺 原調事２１ Ｈ１２ 不條地区Ｄ区 �層 １５．７ ２０．４ － ７０

１５６ 土器 器台 原調事２１ Ｈ１２ 不條地区Ｄ区 １１．１ ８．８ － ９９

１５７ 土器 器台 原調事２１ Ｈ１２ 八反地区Ｆ区 SX１（１層） １７．９ （１５．２） － ６０

１５８ 土器 蓋 原調事２１ Ｈ１２ 不條地区Ｂ区 �層 １２．０ １２．０ － ９８

１５９ 土器 支脚 原調事２４ Ｈ１３ 八反地区 SD３（１層） １０．３ １０．９ － ９０

１６０ 土器 支脚 原調事２４ Ｈ１３ 八反地区 SD１（４層） （１１．７） １３．１ － ９５

１６１ 土器 支脚 原調事２４ Ｈ１３ 八反地区 SD３ １２．１ １２．３ － ９０

１６２ 土器 器台 原調事２４ Ｈ１３ 八反地区 SD３（１層） １８．２ １５．６ － ８５

１６３ 石器 石剣 原調事２５ Ｈ１３ ２６区 ３層 （７．２） ３．８ － ５５

１６４ ガラス 管玉 原調事２５ Ｈ１３ ２７区 ２層 ２．０５ ０．５５ ３．５ １００

１６５ 土器 碗 原調事２６ Ｈ１４ 八反地区 �層 ８．８ １５．５ － ６５

１６６ 土器 器台 原調事２６ Ｈ１４ 石田高原地区 �層 ２２．４ １９．８ － ７０

１６７ 土器 甕 原調事２７ Ｈ１４ 八反地区 SD２（１層） ３５．３ ２４．３ － ６０

１６８ 土器 壺 原調事２７ Ｈ１４ 八反地区 SD２（１層） （８．４） １４．３ － ８０

１６９ 土器 鉢 原調事２７ Ｈ１４ 八反地区 SD２（１層） １０．８ ２５．６ － ９０

１７０ 土器 鉢 原調事２７ Ｈ１４ 八反地区 SD２（１層） ９．７ ２３．０ － ９９

１７１ 土器 高坏 原調事２７ Ｈ１４ 八反地区 SD２（１層） １５．７ ２３．２ － ８０

１７２ 土器 器台 原調事２７ Ｈ１４ 八反地区 SD３（１層） １８．３ １６．２ － ９３

１７３ 石器 石斧 扁平片刃 原調事２７ Ｈ１４ 八反地区 SD７（２層） （５．４５） ２．７ － ６０

１７４ 土器 投弾 原調事２８ Ｈ１５ 高元地区�Ａ区 �層 ３．０ ３．０５ ２．５５ ９５

１７５ 土器 壺 原調事２９ Ｈ１５ 八反地区（１７区） 北側トレンチ２ １０．１ １２．６ － ９９

１７６ 土器 器台 原調事２９ Ｈ１５ 八反地区 SD６ ９．１ ９．７ － ８８

１７７ 土器 器台 原調事２９ Ｈ１５ 八反地区 SD８（６層） １８．０ １５．３ － ９９

１７８ 土器 器台 原調事３１ Ｈ１６ 石田高原地区 ３層 １８．９ （１５．３） － ８０

１７９ 土器 碗 原調事３３ Ｈ１７ 不條地区Ｈ区 SR０１（３層） ７．７ １５．６ － ９５

１８０ 土器 蓋 原調事３５ Ｓ４９ 大原地区 溝 １６．６ １６．６ － ９８

―２１―



１ ２ ３

４ ５ ６

７ ８ ９

１０ １１ １２

写真６ 土器�
―２２―



１３ １４ １５

１６ １７ １８

１９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４

写真７ 土器�
―２３―



２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０

３１ ３２ ３３

３４ ４７ ４８

写真８ 土器�
―２４―



４９ ５０ ５１

５２ ５３ ５４

５５ ５６ ５７

５８ ５９ ９２

写真９ 土器�
―２５―



９３ ９４ ９５

９６ ９７ １１７

１１８ １１９ １２０

１２１ １２２ １２４

写真１０ 土器�
―２６―



１２５ １２８ １２９

１３０ １３１ １３５

１３６ １３７ １３９

１４０ １４１ １４２

写真１１ 土器�
―２７―



１４３ １４４ １４５

１４６ １４７ １４８

１４９ １５０ １５４

１５５ １５６ １５７

写真１２ 土器�
―２８―



１５８ １５９ １６０

１６１ １６２ １６５

１６６ １６７ １６８

１６９ １７０ １７１

写真１３ 土器�
―２９―



１７２ １７４ １７５

１７６ １７７ １７８

１７９ １８０

写真１４ 土器�

―３０―



３５ ３６ ３７

３８ ３９ ４０

４１ ４２ ４３

４４ ４５ ４６

写真１５ 石器�
―３１―



６０ ６１ ６２

６３ ６４ ６５

６６ ６７ ６８

６９ ７０ ７１

写真１６ 石器�
―３２―



７２ ７３ ７４

７５ ７６ ７７

７８ ７９ ８０

８１ ８２ ８３

写真１７ 石器�
―３３―



８４ ８５ ８６

８７ ８８ ８９

９０ ９１ ９９

１００ １０１ １０２

写真１８ 石器�
―３４―



１０３ １０４ １０５

１０６ １０７ １０８

１０９ １１０ １１１

１１２ １１３ １１４

写真１９ 石器�
―３５―



１１５ １１６ １２３

１２６ １２７ １３２

１３３ １３４ １３８

１５１ １５２ １５３

写真２０ 石器�
―３６―



１６３ １７３

９８ １６４

写真２１ 石器�・装身具

―３７―



�章 外来系土器
概要
本章では原の辻遺跡調査事務所調査報告第１集から同第２２集までに取り扱われた調査地区における

未報告外来系土器について対象とする。

粘土帯土器

粘土帯土器には大きく円形粘土帯土器と三角形粘土帯土器がみられる。不條地区で集中して出土し

ている様相はこれまでの出土様相（宮�２００５、古澤２０１０）と大きな変化はない。２０１は城ノ越式～須

玖�式を主体とする不條地区Ｂ区２号土壙出土であり併行関係を窺うことができる好資料である。

楽浪系土器

楽浪系土器には滑石混入土器と泥質系瓦質土器がみられる。滑石混入土器は戦国燕の滑石混入土器

との関連が想定され、楽浪郡設置以前の古朝鮮時期から楽浪郡設置後にかけて存在する（鄭仁盛２００４）

ため年代が問題となるが、滑石混入土器である２１６が出土した不條地区Ｅ‐２０区１号土器溜では須玖�

式新段階～弥生時代後期末の土器が出土している。なお、この１号土器溜では４点の貨泉、楽浪系車

輿具、卜骨等が出土し、何らかの祭儀的空間であると想定されている（宮�・杉原２０００）が、実用生

活道具である煮沸用の滑石混入土器の出土から楽浪人の関与が推測される。型作りであるため、内面

に明瞭な布目痕が残っている。泥質系瓦質土器は短頸壺や円筒形土器等がみられ、１８２や２２０等のよう

に内面に平行当て具痕が残るのが特徴的である。

三韓系瓦質土器

三韓系瓦質土器には焼成によって軟質土器と硬質土器に分類される。器種としては短頸壺が多いの

はこれまでの出土傾向（宮�２００５、古澤２０１０）と変化がない。外面の調整には縄目タタキ、方格タタ

キ、平行タタキがみられる。

陶質土器

器種としては短頸壺が多い。２６８、２６９は内面に平行当て具痕が残る。これまで韓半島の陶質土器で

は内面に当て具痕が残る例はほとんど知られていないため、陶質土器ではない可能性が強いが、焼成

等は陶質土器に非常に近いため本章で取り扱った。

本稿をなすにあたっては鄭仁盛教授（韓国・嶺南大学校）、李政根学芸研究士（韓国・国立光州博

物館）、寺井誠学芸員（大阪歴史博物館）のご教示を賜りました。記して感謝いたします。
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表２ 遺物観察表（外来系土器）

報告
番号 遺物 帰属調査 調査年度 調査地区・

調査区 層位・遺構
外面の色調 内面の色調 調整

文様等特徴
長さ

（残存値）
�

幅
（残存値）
�

厚さ
（残存値）
�色 Hue 色 Hue 外面 内面

１８１ 三角形粘土帯土器口縁 原調事０１ Ｈ０６ 芦辺高原 ４層 黄褐 ２．５Y５／３ にぶい黄橙 １０YR７／４ ナデ ナデ （４．０） （４．６） ０．８
１８２ 楽浪系瓦質土器 原調事０１ Ｈ０６ 芦辺高原 ４層 灰白 ５Y７／１ 灰白 １０YR７／１ 縄目タタキ 当て具痕 （６．２） （７．７） ０．５
１８３ 楽浪系瓦質土器 原調事０１ Ｈ０６ 安国寺Ａ�区 ３層 灰白 ５Y７／１ 灰 ５Y６／１ ナデ ナデ （２．３） （３．０） ０．５
１８４ 三韓系瓦質土器 原調事０１ Ｈ０６ 芦辺高原 ４層 灰 ５Y６／１ 灰白 １０YR７／１ 縄目タタキ ナデ （４．６） （４．６） １．２
１８５ 三韓系瓦質土器 原調事０１ Ｈ０６ 芦辺高原 ２層 浅黄橙 １０YR８／３ 灰白 ２．５Y８／２ 方格タタキ ナデ （２．９） （２．４） ０．５
１８６ 三韓系瓦質土器 原調事０１ Ｈ０６ 芦辺高原 ４層 灰黄 ２．５Y７／２ 灰白 ５Y７／１ ナデ ナデ （４．２） （３．１） ０．６
１８７ 円形粘土帯土器口縁 原調事０４ Ｈ０８ 不條Ｃ４区 橙 ７．５YR７／６ 橙 ７．５YR６／６ ナデ ナデ （９．８）（１５．０） ０．８
１８８ 擬無文土器口縁 原調事０４ Ｈ０８ 不條Ｃ５区 橙 ７．５YR６／６ 橙 ７．５YR６／６ ナデ ナデ （１１．５）（１３．２） ０．８
１８９ 円形粘土帯土器口縁 原調事０９ Ｈ０８ 不條Ｂ１１区 褐灰 １０YR４／１ 褐灰 １０YR５／１ ハケメ→ナデ ナデ （５．９５）（７．６５） ０．７
１９０ 円形粘土帯土器口縁 原調事０９ Ｈ０８ 不條Ｃ１１区 灰黄 ２．５Y６／２ 黄灰 ２．５Y５／１ ナデ ナデ （５．７） （５．１） ０．９
１９１ 擬粘土帯土器口縁 原調事０９ Ｈ０８ 不條Ｃ７区 ３層 褐灰 １０YR４／１ 灰黄 ２．５Y６／２ ハケメ ナデ （４．４） （８．１） ０．８
１９２ 無文土器底部 原調事０９ Ｈ０８ 褐 ７．５YR４／４ にぶい黄橙 １０YR６／４ ナデ ナデ 滑石含む （４．４）（１１．０） １．０
１９３ 円形粘土帯土器碗口縁 原調事０９ Ｈ０８ 不條Ｃ７区 ３層 明赤褐 ５YR５／６ にぶい橙 ７．５YR６／４ ナデ ナデ （７．６） （５．４） ０．８
１９４ 三角形粘土帯土器口縁 原調事０９ Ｈ０８ 不條Ｂ８区 灰 N４／０ 灰 N６／０ ナデ ナデ 突起附 （４．２） （５．６） ０．７
１９５ 楕円形粘土帯土器口縁 原調事１１ Ｈ０８ 原Ｃ区 １号溝３層 橙 ７．５YR７／６ 橙 ５YR６／８ ナデ ナデ （３．０） （３．１） ０．６
１９６ 三角形粘土帯土器口縁 原調事１１ Ｈ０７ 原Ｅ５区 ２号溝５層 褐灰 １０YR４／１ にぶい黄橙 １０YR７／２ ハケメ ハケメ （５．４） （５．０） ０．７
１９７ 三韓系瓦質土器 原調事１１ Ｈ０８ 原Ｄ区 １号溝２層 黄灰 ２．５Y５／１ にぶい黄 ２．５Y６／３ 縄目タタキ ナデ 軟質 （８．２） （７．７） ０．９
１９８ 三角形粘土帯土器口縁 原調事１６ Ｈ１０ 不條Ｅ５区 ３層落ち込み３ 灰黄褐 １０YR５／２ 灰黄褐 １０YR５／２ ナデ ナデ （２．２） （８．２） ０．５
１９９ 三角形粘土帯土器口縁 原調事１６ Ｈ１０ 不條Ｅ５区 ３層落ち込み３ にぶい橙 ５YR６／３ にぶい黄橙 １０YR７／２ ナデ ナデ （２．８） （４．６） ０．６
２００ 三角形粘土帯土器口縁 原調事１６ Ｈ１０ 不條Ｃ４区 落ち込みＢ 褐灰 １０YR５／１ 灰白 ２．５Y７／１ ナデ ナデ （３．４） （６．２） ０．７
２０１ 無文土器把手 原調事１６ Ｈ１０ 不條Ｂ区 ２号土壙 明赤褐 ５YR５／６ にぶい橙 ５YR６／４ ナデ ナデ （３．２） （５．４） ２．４
２０２ 楽浪系瓦質土器 原調事１８ Ｈ１０ 原６‐５区 ４層 灰黄 ２．５Y７／２ 灰白 ２．５Y７／１ 縄目タタキ 平行当て具，ナデ （３．０） （４．７） ０．８
２０３ 楽浪系瓦質土器 原調事１８ Ｈ１０ 原５‐３区 ２層 灰白 ５Y７／２ 灰白 ５Y７／１ 縄目タタキ ナデ （２．５） （２．５） ０．６
２０４ 三韓系瓦質土器 原調事１８ Ｈ１０ 原４‐１区 ２層 橙 ７．５YR６／６ 浅黄 ２．５Y７／３ 縄目タタキ ナデ （３．２） （２．５） ０．５
２０５ 三韓系瓦質土器 原調事１８ Ｈ１０ 原７‐３区 ８層 灰白 １０YR７／１ 灰白 １０YR７／１ 方格タタキ ナデ （３．２） （３．２） ０．６
２０６ 陶質土器 原調事１８ Ｈ１０ 原４‐１区 ２層 暗灰黄 ２．５Y５／２ 灰 ５Y５／１ 縄目タタキ ナデ （２．６） （２．０） ０．４
２０７ 陶質土器 原調事１８ Ｈ１１ 不條Ⅰ区 ２号溝１層 黄灰 ２．５Y５／１ 灰 N５／０ 平行タタキ ナデ （４．９） （６．８） ０．８
２０８ 陶質土器 原調事１８ Ｈ１０ 原７‐３区 ４層 灰 ５Y６／１ 灰 ５Y６／１ 縄目タタキ ナデ （３．０） （３．３） ０．７
２０９ 楕円形粘土帯土器口縁 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ａ‐２区 ４層 灰褐 ７．５YR５／２ 灰褐 ７．５YR５／２ ナデ ナデ （２．９） （３．２） ０．８
２１０ 粘土帯土器口縁 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ‐２０区 落ち込み３‐２層 灰 N４／０ 灰 ５Y４／１ ナデ ナデ （３．５） （３．０） ０．９
２１１ 三角形粘土帯土器口縁 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ区 ４ｃ層 黄灰 ２．５Y５／１ 灰黄 ２．５Y７／２ 調整痕→ナデ ナデ （１０．６）（１１．４） １．０
２１２ 粘土帯土器碗口縁 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ａ区 １号土壙 灰黄褐 １０YR５／２ にぶい褐 ７．５YR６／３ ナデ ナデ （５．１） （５．８） ０．７
２１３ 無文土器底部 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ‐２２区 ２層 浅黄橙 １０YR８／３ 灰白 １０YR８／２ ナデ ナデ （３．８） （５．９） １．０
２１４ ミニチュア土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ‐２０区 落ち込み３‐２層 灰黄 ２．５Y７／２ 浅黄 ２．５Y７／３ ナデ ナデ （３．１） （３．３） ０．６５
２１５ 三角形粘土帯土器口縁 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｄ区 １号土壙 にぶい橙 ７．５YR７／４ にぶい橙 ７．５YR７／４ ナデ ナデ （２．７） （６．２） ０．６
２１６ 楽浪系滑石混入土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ‐１７区 １号土器溜 灰褐 ７．５YR５／２ 灰 ５Y４／１ ナデ 布目 滑石含む （３．２） （４．１） ０．７
２１７ 楽浪系瓦質土器壺頸肩部 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ‐１５区 ３・４層 灰白 ５Y７／１ 灰白 ５Y７／１ ナデ ナデ （５．３）（１３．４） ０．５
２１８ 楽浪系筒形土器底部 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ‐１４区 ４号溝２層 灰白 ２．５Y７／１ 黄灰 ２．５Y６／１ 静止糸切り ナデ （２．５） （３．９） ０．７
２１９ 楽浪系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ－２１区 落ち込み３‐２層 にぶい黄 ２．５Y６／３ 灰 ５Y６／１ 縄目タタキ － （６．６） （６．１） （０．５）
２２０ 楽浪系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ ４層上 黄灰 ２．５Y６／１ 黄灰 ２．５Y６／１ 縄目タタキ 平行当て具 （６．１） （５．４） ０．６
２２１ 楽浪系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ ３層 灰白 ５Y７／２ 灰白 ５Y８／１ 縄目タタキ ナデ 沈線 （７．８） （５．８） ０．６
２２２ 縄目タタキ瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ－１６区 土器溜２ａ層 灰白 １０YR７／１ 褐灰 １０YR６／１ 縄目タタキ ナデ （３．０） （２．９） ０．７
２２３ 楽浪系壺底部 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ‐２１区 落ち込み３‐２層 灰 N５／０ 黄灰 ２．５Y６／１ ナデ ナデ （４．４） （５．７） １．１
２２４ 楽浪系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ‐２０区 落ち込み３‐２層 オリーブ灰 ５GY５／１ オリーブ灰 ２．５GY５／１ ナデ ナデ （４．９） （８．９） ０．５
２２５ 楽浪系瓦質土器壺ヵ碗底部 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ－２１区 落ち込み３‐２層 ‐ － 灰白 ２．５Y７／１ － ナデ 外面剥離 （２．１） （２．７） （０．３）
２２６ 楽浪系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ－２１区 落ち込み３‐２層 灰白 ５Y７／１ 灰 ５Y５／１ ナデ ナデ （２．３） （４．８） ０．４
２２７ 楽浪系瓦質土器壺胴部 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ‐２１区 落ち込み３‐２層 灰白 １０YR７／１ 灰 ５Y５／１ ナデ ナデ 沈線 （４．５） （６．４） ０．４
２２８ 楽浪系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ区 ４ｄ層 灰白 ５Y７／１ 灰 ５Y６／１ ナデ 平行当て具 （７．５） （８．１） ０．８
２２９ 楽浪系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ‐１５区 ４ｂ層 灰白 ５Y７／１ 灰白 ５Y７／１ ナデ 平行当て具 （１０．８）（１７．１） ０．９
２３０ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｃ‐４区 ２層 灰 N６／０ 灰白 N７／０ 縄目タタキ ナデ 沈線 （９．０） （７．１） ０．８
２３１ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ‐２３区 ２層 灰 ５Y５／１ 灰 ５Y４／１ 縄目タタキ ナデ 沈線 （４．３） （３．７） ０．４
２３２ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ‐２０ 落ち込み３‐２層 暗灰黄 ２．５Y５／２ 灰白 ２．５Y７／１ 平行タタキ ナデ 沈線 （２．０） （２．９） ０．６
２３３ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ‐６区 ３ａ層 灰 N５／０ 灰 N６／０ 縄目タタキ ナデ （７．５） （６．４） ０．８
２３４ 三韓系瓦質土器壺 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ‐１５区 ４ｂ層 灰 N５／０ 灰 N４／０ 方格タタキ ナデ 沈線 （３．７） （５．９） ０．６
２３５ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ‐１６区 土器溜 灰 ５Y６／１ 灰 N４／０ 方格タタキ ナデ 沈線 （４．３） （４．９） ０．５
２３６ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ‐２１・２２区 ３ａ層 明褐灰 ７．５YR７／２ にぶい橙 ５YR６／３ 方格タタキ ナデ 軟質，沈線 （６．６） （６．６） ０．５
２３７ 三韓系瓦質土器壺肩部 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ‐２０区 ２層 灰白 ５Y７／１ 灰白 ５Y７／１ 方格タタキ ナデ 沈線 （４．４） （６．４） ０．８
２３８ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ‐２０区 ２層 灰白 ２．５Y７／１ 灰 ５Y６／１ 方格タタキ ナデ （５．３） （５．２） ０．６
２３９ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ‐２１区 ３ａ層 にぶい橙 ７．５YR７／４ 灰 ５Y５／１ 方格タタキ ナデ 軟質，沈線 （３．０） （６．１） ０．６
２４０ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ‐１０区 ３ｂ層 にぶい黄 ２．５Y６／４ にぶい黄 ２．５Y６／３ 方格タタキ ナデ 焼成後穿孔 （３．７） （６．１） ０．６
２４１ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ‐１８区 落ち込み３‐２層 黄灰 ２．５Y６／１ 灰黄 ２．５Y６／２ 方格タタキ ナデ （２．８） （４．０） ０．５
２４２ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ‐２３・２４区 ２層 灰白 ２．５Y８／２ 灰白 ２．５Y７／１ 方格タタキ ナデ 沈線 （４．８） （３．８） ０．９
２４３ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ‐２１区 ３層 にぶい褐 ７．５YR６／３ 灰黄褐 １０YR６／２ 方格タタキ ナデ 軟質 （３．９） （３．０） ０．８
２４４ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ‐２０区 落ち込み３‐２層 灰 N５／０ 灰 N４／０ 方格タタキ ナデ （３．５） （３．０） ０．９
２４５ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ‐１９区 ２層 灰 N６／０ 灰 N６／０ 方格タタキ ナデ （３．９） （６．２） ０．６
２４６ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ‐２０区 ３層 黄灰 ２．５Y６／１ 灰 ５Y５／１ 方格タタキ ナデ （５．６） （５．０） ０．６
２４７ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ‐２０区 ３層 灰 ５Y６／１ 灰 ５Y６／１ 方格タタキ ナデ （２．６） （２．６） ０．６
２４８ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ‐２０区 ３層 灰白 ５Y７／１ 灰 ５Y６／１ 方格タタキ ナデ （３．１） （２．５） ０．５
２４９ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ‐２０区 ３層 灰 ５Y６／１ 灰 ５Y５／１ 方格タタキ ナデ （６．１） （３．４） ０．６
２５０ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ‐１９区 １号土器溜 灰白 ２．５Y７／１ 灰 N６／０ 方格タタキ － （４．５） （５．９） （０．４）
２５１ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 黄灰 ２．５Y６／１ 黄灰 ２．５Y６／１ 方格タタキ ナデ （７．９） （５．１） ０．８
２５２ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ‐２２区 ２層 浅黄 ２．５Y７／３ 灰白 ２．５Y７／１ 方格タタキ ナデ （６．１） （８．１） １．１
２５３ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ‐１９区 １号土器溜 灰 ５Y６／１ 灰 ５Y６／１ 方格タタキ － （１．９） （２．８） （０．４）
２５４ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ‐２２区 落ち込み３‐２層 灰黄 ２．５Y７／２ 黄灰 ２．５Y６／１ 平行タタキ ナデ 沈線 （３．５） （４．８） ０．７
２５５ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ‐２２区 落ち込み３‐２層 灰 ５Y６／１ 灰 ２．５Y６／１ 平行タタキ ナデ 沈線 （３．８） （６．４） ０．８
２５６ 三韓系瓦質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ‐１８区 ４ｂ層 明黄褐 ２．５Y７／６ 明黄褐 １０YR６／６ 平行タタキ ナデ （４．７） （４．０） １．１
２５７ 陶質土器壺口縁 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ‐１１区 ３層 褐灰 ７．５YR５／１ 灰赤 ２．５YR５／２ ナデ ナデ （３．６） （５．９） ０．６
２５８ 陶質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ａ‐７区 ２ａ層 灰 N５／０ 灰 N５／０ 縄目タタキ ナデ 沈線 （４．９） （４．２） ０．９５
２５９ 陶質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ａ‐８区 ２ａ層 灰 ５Y５／１ にぶい褐 ７．５YR５／３ 縄目タタキ ナデ （４．２） （４．６） ０．９
２６０ 陶質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ‐１８区 ４ｂ層 灰 N５／０ 灰 N５／０ ナデ ナデ （４．１） （３．２） ０．７
２６１ 陶質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ‐１８区 落ち込み３‐２層 灰褐 ７．５YR５／２ 灰 N５／０ ナデ ナデ （５．４） （６．７） ０．６
２６２ 陶質土器壺胴部 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ‐１８区 落ち込み３‐２層 灰 N５／０ 灰 N６／０ ナデ ナデ （１１．６）（９．５） ０．８
２６３ 陶質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ‐１８区 ４ｄ層 灰 N５／０ 灰 N５／０ ナデ ナデ （３．１） （１．６） ０．５
２６４ 陶質土器壺胴部 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｅ‐１８区 落ち込み３‐２層 灰 N５／０ 灰 N６／０ ナデ ナデ （６．０） （４．０） ０．８
２６５ 陶質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ‐２１区 ３層 暗青灰 ５B４／１ 青灰 ５B５／１ ナデ ナデ （３．３） （５．６） ０．７
２６６ 陶質土器壺頸部 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ‐１４区 ３層 褐灰 １０YR５／１ 褐灰 １０YR５／１ カキメ ナデ （５．４） （３．４） ０．６
２６７ 陶質土器壺胴部 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ‐１４区 ３層 灰褐 ５YR５／２ 黄灰 ２．５Y５／１ カキメ ナデ （４．８） （４．８） ０．６
２６８ 陶質土器 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ‐１３区 ３層 褐灰 ７．５YR５／１ 褐灰 ５YR５／１ 方格タタキ・カキメ 当て具痕 （５．８） （５．５） ０．５
２６９ 陶質土器？ 原調事１９ Ｈ１１ 不條Ｂ－１３区 ３層 灰褐 ５YR５／２ 灰褐 ５YR５／２ 方格タタキ 平行当て具 （７．９） （４．２） ０．７
２７０ 三韓系瓦質土器 原調事２０ Ｈ１１ 八反２０区 ２層 灰白 １０YR７／１ 褐灰 １０YR６／１ 方格タタキ ナデ （５．０） （５．５） ０．９
２７１ 円形粘土帯土器粘土帯 原調事２２ Ｈ１２ 不條�‐７区 １号溝２層 灰黄褐 １０YR５／２ － － ナデ ナデ （１．２） （３．９） １．４
２７２ 円形粘土帯土器粘土帯 原調事２２ Ｈ１２ 不條�‐１０区 ３号溝 にぶい橙 ５YR６／３ － － ナデ ナデ （０．９） （２．９） ０．７
２７３ 円形粘土帯土器口縁 原調事２２ Ｈ１２ 不條�‐７区 １号溝２層 灰白 １０YR８／２ 灰白 １０YR８／２ ナデ ナデ （２．３） （４．５） ０．５
２７４ 円形粘土帯土器口縁 原調事２２ Ｈ１２ 不條�‐１０区 ３号溝 灰黄褐 １０YR６／２ にぶい橙 ７．５YR７／３ ナデ ナデ （２．０） （５．５） ０．７
２７５ 円形粘土帯土器口縁 原調事２２ Ｈ１２ 不條�‐７・８区 １号溝２層 黄灰 ２．５Y６／１ 灰白 ５Y７／１ ナデ ナデ （２．０） （５．９） ０．７
２７６ 陶質土器 原調事２２ Ｈ１２ 大川６区 １層 黄灰 ２．５Y４／１ 暗オリーブ灰 ２．５GY４／１ 縄目タタキ ナデ 沈線 （４．３） （３．８） ０．７
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図１７ 原調事１，４集 外来系土器�（１／２）

―４１―



189 190

191 192

193

194

195

196
197

198
199

200
201

図１８ 原調事９，１１，１６集 外来系土器�（１／２）
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図１９ 原調事１８，１９集 外来系土器�（１／２）
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図２０ 原調事１９集 外来系土器�（１／２）
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図２１ 原調事１９集 外来系土器�（１／２）

―４５―



257
258

259 260 261

262

263

264

265

266

267

268

269

270

271
272

273

274 275

276

図２２ 原調事１９，２０，２２集 外来系土器�（１／２）
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写真２５ 外来系土器� 内面（約１／２）
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写真３１ 外来系土器� 内面（約１／２）
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